
 なは市民活動支援センター 
令和 2年 1月～2月の予定 

～ 1月 ～ 
・1/24（金）Fun日カフェ 

・～1/30（木）スタートアップ講座申込み終了 

・1/30（木）ボランティア受入講座申込み開始 

～ 2月 ～ 
・2/8（土）協働大使委嘱式 

・2/13（木）スタートアップ講座（第 1回） 

・2/13（金）Fun日カフェ 

・2/18（火）スタートアップ講座（第 2回） 

・2/20（木）ボランティア受入講座（第１回） 

・2/22（土）第１回メカルフェス 

      ＆フードドライブスペシャルも実施！ 

・2/29（土）スタートアップ講座（第 3回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なは市民活動支援センター 
（那覇市市民文化部まちづくり協働推進課） 

〒900-0004那覇市銘苅 2-3-1 
なは市民協働プラザ 2 階 
 （2020 年 1 月発行） 

 

センターで活動されている皆さまの交流の場として活用ください！ 

第 36 回 開催！1/24(金) 

                 12:00～15:00 
フードドライブ(ご家庭で余っている食品の寄付)も同時に受け付け！ 

          センター職員一同 

FUNNICHI COFFEE 

新年のご挨拶と合わせ、エコットの宮島さんからお正月らしい作品を紹介します！  

俵の穀物のように、本年も皆さまの活動が実り、笑顔が詰まった一年となりますよう祈念します 



なは市民協働プラザ 

         地下駐車場について 
消防局の隣に建設中の「ナハメカルパーキング」の供用開始に合わせ、 

来年3月頃より有料となります。ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

なは市民活動支援センター利用者駐車料金 

最初の2時間まで 100円 

2時間超え1時間ごと 100円 

※利用時間が３０分に満たない場合は３０分として計算する 

 

駐車基本料金（一般） 

最初の1時間まで 300円 

１時間超え30分までごと 100円 

※利用時間が1時間に満たない場合は1時間として計算する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なは市民活動支援センターの協働情報 

2月 8日には協働大使委嘱式がありますが、当センターの入っている、なは市民協

働プラザの隣にも協働大使として第一線で活躍されているヤギがいるのはご存知です

か？ 

銘苅では那覇の貴重な文化財を守りながら、環境に配慮した除草作業に余念がなく、 

            識名の大石公園では子ども達の成長を見守るなど、大変活躍されており「ちゅい、た 

しき、たしき」の協働の根っこを我々に教えてくれます。 

この「ちゅい、たしき、たしき」を、銘苅地域の公共施設として 1月に予定している中学生の職場体験で、当

センターを活用したくなるプロジェクトを一緒に企画しようと考えています。お楽しみに！ 

当センターでは、市民による自主的で営利を目

的としない、協働によるまちづくりのための社会

貢献活動を行なう市民団体の方が集まりやすく連

携しやすくすることを目的としております。 

今年度（12月末現在）は、61団体が新規団体

として登録いただき、皆さまのご活躍が当センタ

ーの認知に繋がっていると感じております。 

また、3月は利用団体登録の更新月です！次年

度にむけて、更新の準備をよろしくお願い致しま

す！（※今年度未更新の団体様は、今年度分もお早

目に！） 

なは市民活動支援センター 

NPO/市民活動の現場を体験!! 

スタートアップ講座 申込み開始 
なは市民活動支援センターでは、那覇市において社会貢献活動や 

市民活動の実施を検討している個人、または団体の皆さまに対して、 

スタートアップ講座を開催します。 

・実施日 

1.2/13（木）18:30～ NPOについて学ぶ 

2.2/18（火）18:30～ 活動の現場を体験する（がじゅまるの家） 

3.2/29（土）10:00～ 活動の現場を体験する（あけぼのほのぼの会） 

4.3/5 （木）18:30～ 自分の取組みに活かす 

・申込み 

令和 2年 1月 30日（木）15時まで 
※電話や窓口でのお問合せは、 

平日 9時～17時にお待ちして 

おります。 

 

 
前回開催時の現場体験の様子 

3月は、 

利用団体登録更新月です！ 



―「那覇市 PTA連合会」とはどういった組織ですか？ 
昭和 24年に設立され、70周年を迎えました。現在、公立・私立合わせて 

55校の小中学校の PTAで構成されています。会長をはじめ役員は、PTAの 

代表であり、各学校の児童・生徒の保護者と教員が会員です。令和元年度の 

会員数（世帯数）は、24,811世帯です。 

保護者（P:ペアレント）、教員（T:ティーチャー）の集まり（A:アソシエ 

イト）が PTAですが、そこに地域（コミュニティー）が加わったのが PTCA 

です。PTCAが定着しつつありますが、実は今年度 PTSAという組織が１校 

立ち上がりました。このSはサポーターという意味で、地域の方だけでなく地域以外のかたからも協 

力頂けるということで、新しい試みが徐々に広がっていく可能性はありますね。 

 そういった各学校の PTA、PTCA、PTSAの情報共有のためにこの連合会はあります。 

―連合会として、普段はどういった活動をされていますか？ 

  まず、PTA会員の資質向上を目指しています。家庭教育研修会をはじめ、他府県や他校の活動を参 

考にするためのPTA全国大会、九州大会、県・地区・市の研究大会を企画し、多くの会員が参加し積 

極的に学んでいます。情報を共有する事はとても有意義な事です。また、恒例のバレーボール大会 

では普段接点のない他校の会員とスポーツをとおして交流・親睦を図っています。 

また、設立から続いている「小中学校童話・お話・意見発表大会」は、戦後の沖縄の子ども達に標 

準語教育の一環として始められ「語彙力をつけること」「発表力をつけること」「表現力を高める 

こと」等をねらいとしています。全国でも沖縄県だけが実施していて、こういった経験は、人前で 

自分の意見を発表する良い機会となっています。 

―正直、PTAは大変だという、マイナスのイメージもありますが 
  数年前に那覇市内の PTAが解散した経緯があります。理由は色々ありますが、負担が大きいとい 

う事がその一つとしてあったと思います。しかし、再び結成されました。やはり、子どもたちを守 

るためには保護者と教員が連携していく必要がありますし、地域の方々の協力なければ行事の開催 

も難しくなってしまいます。再結成されたという事は、子どもたちの成長のためにも地域のために 

も PTAという組織は重要という結果ではないでしょうか。 

確かに、お休みの日に PTA活動というのは負担かもしれません。365日を”保護者数で割ればい 

           い”という単純な計算でもないです。ですが、一人に負担をかけるわけ 

ではなく、全員で協力すれば一人当たりの負担は数時間ですから、少し 

の時間、協力いただきたいです。 

―今後の目標などありましたら聞かせてください。 
    学校、地域と更に連携していきたいです。コミュニティーの活性化が 

健全な環境をつくると思います。健全な環境が子ども達の成長に繋がる 

ので自治会などと連携していきたいです。 

  那覇の子ども達の学力は全国平均より上回っていますし、これからは 

スポーツが得意な子、歌や絵が得意な子も評価できるようにして『自己 

肯定感』を育んでいきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那覇市ＰＴＡ連合会  

当センターの３階には、まちづくりに関わりの深い団体が入居し活躍されています。 
そこで、それぞれの団体の活動内容や、今後の目標などをここで紹介していきたいと思います。 

   知名 定徳 会長 
就学した子どもが居なければ関係ないと思っていましたが、地域の情報がいち早く入ってくるのは PTA ではないか。子どもが居なくても

近所の子ども達の安全と未来を守りたい大人として、PTAの存在は大切ですね。それにしても”穏やか”という言葉がぴったりの会長でした。 

『PTAは”ゆいまーる” 
楽しい事が多いですよ。 

また、自治会などと 
関わっていきたいです』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

お問合わせ なは市民活動支援センター 

〒900-0004 

那覇市銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザ２階 
TEL：098-861-5024 / FAX：098-861-5029 

メール：C-KATU005@city.naha.lg.jp 

なは市民活動支援センター 検索 

『ろうきん・わしたシマづくり運動』 
募集期間：2020年 1 月 31日（金）当日消印有効 

内  容：寄付額（総額 100 万円）を複数団体へ、数年間にわたり継続的に寄付することを基本とし、委員会 

において各団体への寄付額および寄付期間を決定します。 

応募資格：①沖縄県内で経済、福祉、環境、文化等に関わる活動に取り組む非営利団体等（法人格の有無は問いません） 

②宗教活動、政治活動を目的としない団体であること 

③沖縄県労働金庫に寄付金受取口座として応募団体名義の普通預金口座を開設しているか、もしくは今後に開設できる事 

【お問合せ】沖縄県労働金庫 経営統括部 TEL：098-861-1196 mail：keiei_toukatsu@okinawa-rokin.or.jp 

『おきぎんふるさと振興基金』 
募集期間：2020年 2 月 28日（金） 

内  容：沖縄の発展を担うあなたを応援します。「子どもの貧困問題」に取組まれている個人・団体のご応募もお待 

ちしております。 

応募資格：下記において功績・実績があるか、又は研究中で将来性があるとみられる個人、団体、企業、商店街、事業組合等。また、助 

成後、確実に活動報告書を提出できる先。 

①健康部門 ②環境部門 ③教育部門 ④福祉部門 ⑤文化部門 

【お問合せ】沖縄県労働金庫 経営統括部 TEL：098-861-1196 mail：keiei_toukatsu@okinawa-rokin.or.jp 

『那覇青果社会貢献基金助成金』 

募集期間：2020年 2 月 29日（土）当日消印有効 

内  容：1 団体あたり、50 万円を限度。審査結果等により助成金決定額が申込み金額と異なる場合や希望に 

添えない場合があります。 
助成対象：沖縄県内の次の事業で、事業期間は 1 年以内とします。 

①自然環境保全 ②希少生物の保護・育成 ③児童生徒の食生活 

【お問合せ】那覇青果物卸商事業協同組合 総務部総務課 TEL：863-4171 FAX：863-4175  http://nahaseika.or.jp 

※最新の情報や詳細は、各お問合せ先の応募要項を必ずご確認ください。 

 

会議室 料金一覧表 

会議室① 84人 ¥\1,300/1ｈ ¥\400/1ｈ 

会議室② 36人 ¥\650/1ｈ ¥\200/1ｈ 

会議室③ 45人 ¥\650/1ｈ ¥\200/1ｈ 

会議室④ 18人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑤ 15人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑥ 15人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑦ 12人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑧ 24人 ¥\250/1ｈ ¥\100/1ｈ 

研修室①（和室） 16人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

研修室② 17人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

 
印刷機 使用料 

白黒・A3サイズ以下 ￥1/枚 

カラー・A3サイズ以下 ￥4/枚 

※内容確認のため、原則として印刷物の一部提出をお願いしております。 

※印刷用の用紙もお持ちください。 

※USB 等のメディアからは直接印刷はできません。 


